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研究成果の概要（和文）：ベトナム北部ナムディン省地区における下痢性便検体2120検体を解析し、非下痢性便
検体471検体と、下痢原性微生物の検出等を比較した。下痢原性微生物 の検出率は、下痢性便検体が13.1%、非
下痢性便検体が8.4%と有意な差が見られた。下痢症の発生は、簡易水道利用者及び溜め込み式トイレ利用者に多
い傾向が見られた。今回の解析では、サルモネラ、エロモナス、カンピロバクター、赤痢菌、コレラ菌は検出が
少なく、赤痢アメーバ、ジアルジア及びクリプトスポルジウムが、幅広い年齢層で多く検出された。家畜便検体
解析の結果、ジアルジア及クリプトスポリジウムはヒト・家畜間を伝播している可能性があると思われた。

研究成果の概要（英文）：We have analyzed 2120 diarrheal stool samples collected in Nam Dinh Province
 in northern Vietnam and compared the detection rates and profiles of diarrheagenic microorganisms 
with those of the 471 non-diarrheal stool samples. The detection rate of diarrheagenic 
microorganisms was 13.1% for diarrheal stool samples and 8.4% for non-diarrheal stool samples, 
showing a significant difference. The incidence of diarrheal disease seemed to be higher among users
 of the public water supply facilities, and users of pit-type toilets. In the study, Salmonella
spp., Aeromonas spp., Campylobacter., Shigella spp., and Vibrio spp. were less frequently detected, 
while Entamoeba hitolytica, Giardia spp., and Cryptosporidium spp. were commonly detected in a wide 
range of age groups. Analysis of stool samples collected from livestock animals indicated Giardia 
spp. and Cryptosporidium spp. may be transmitted from livestock animals to humans.

研究分野： 細菌学、感染症学、熱帯医学

キーワード： 下痢症　臨床疫学研究　下痢原性微生物　北部ベトナム　下痢原性細菌　下痢原性原虫　胃腸炎ウイル
ス

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ベトナム農村部で収集した下痢便2120検体を用いて下痢の原因となる微生物の解析を行い、通常便471検体と比
較した。下痢を起こす微生物の検出率は下痢便が13.1%、非下痢性便検体が8.4%と明らかな差が見られた。対象
住民のうち、下痢の発生は、簡易水道利用者及び溜め込み式トイレ利用者に多い傾向が見られた。細菌やウイル
スによる下痢は少なく、原虫による下痢が多い結果となった。家畜から伝播する可能性があると思われた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

世界中で年間約 80 万の 5歳未満の小児が下痢症で命を落とすとされ、同年齢層の全死亡原因

のおよそ 11%に相当するとされている。ベトナムでも、年間 10,000-15,000 の 5歳未満の小児

が下痢症により命を落とすとされており、下痢症による社会損失は年間 450-500 万ドルとされ

大きな社会問題となっているが、体系的な下痢症起炎微生物・発生頻度、家畜がヒトの下痢症

に与える影響、および各種微生物を原因とする下痢症が腸内細菌叢に及ぼす影響、等の解析は

進んでいない。また世界でも先行する研究が無い。報告者等らは、先行する研究においてベト

ナムの病院を基盤とした小児急性下痢症の疫学研究を実施したが、その中でベトナムの小児下

痢症においては、先進国型および発展途上国型が混在する独特のものであり、同時に 2種類以

上の腸管微生物が混在する混合感染の割合が高いことが示唆した。また、同じく報告者等の先

行研究において、限られた対象年齢及び人数ではあるものの、ベトナム農村部における年間下

痢症発生率は約 20%であることが示唆されたが、下痢症の気炎微生物の構成や、その危険因

子、感染経路等に関しては十分な情報がない状況であった。 

 
 
２．研究の目的 

ベトナムにおいて、農村コミュニティを基盤とした全年齢層に渡る前向きの下痢症疫学研究

を行うことを目的とした。下痢原性細菌、胃腸炎ウイルス、下痢原性原虫を標的とした広範な

下痢原性微生物の検出を試みた。ベトナム農村部では、ヒトと家畜との生活環が重なり、人獣

共通下痢症が発生する土壌があるため、ウシ、ブタ、家禽等の糞便からも下痢原性微生物の検

出を試み、人獣間における伝播の実態を分子疫学的に解明することとした。また、農村部にお

ける下痢症発症の危険因子の推定も試みた。先行研究で得られた北部ベトナム地域にある、下

痢症による病院外来受診者の下痢症気炎微生物との比較も合わせて行った。新型コロナパンデ

ミックの影響を受け、ベトナムへの入国及び農村部への立ち入り等が制限されて、当初の研究

計画を変更せざるを得ない結果となった。 

 
 
３．研究の方法 

典型的なベトナムの農村地区である、北部ベトナムナムディン省ヒエンカイン地区におい

て、311 家屋を選定し、住民 1508 人を登録して、下痢症に関して前向きに観察研究を行った。

一方、同地区において、下痢を伴わない正常便検体を 105 家屋 471 人から同数の検体を採取し

て、比較解析を行った。便検体と共に質問票に回答してもらう形で、疫学情報を収集した。以

上は、琉球大学倫理委員会の承認を得て実施した。また同地区に飼育されている牛、豚、水

牛、犬、猿、猪から便検体をそれぞれ、74、28、17、3、1、1検体採取して下痢原性原虫の検

出を試みた。新型コロナパンデミックの影響で、予定した研究が大きく制限された。下痢原性

微生物として以下を検討の対象とした。 

下痢原性細菌：Vibrio cholerae O1 and O139, Non O1 and Non O139, V. parahaemolyticus, 

V. fluvialis, Aeromonas spp., Campylobacterjejuni, C. coli,C. fetus, Shigella 

dysenteriae, S. flexneri, S. sonnei, S. boydii, Salmonella spp., 下痢原性大腸菌（DEC） 

EPEC, ETEC (LT, ST, LT+ST), EAEC, EIEC, STEC, Bacteroides fragilis, Clostridium 

difficile 

胃腸炎ウイルス： Rotavirus, Adenovirus, Norovirus GI and GII 



下痢原性原虫：Entamoeba histolytica, Giardia spp. Cryptosporidium spp. 

下痢原性細菌の検出は、常法を用いての分離・培養法と、PCR による病原遺伝子部分の検出を組

み合わせて行った。胃腸炎ウイルスは、市販の検出キットを用いた。下痢原性原虫は、特異抗体

を用いた蛍光検出法と、PCR による病原遺伝子部分の検出を組み合わせて行った。 

 
 
４．研究成果 

 北部ベトナムの典型的な農村であるヒエンカイン地区を中心に、その地域に居住する住民

311 家屋 1512 人より下痢症検体 2120 検体、479 人より正常便検体 471 検体を採取して、下痢原

性細菌、胃腸炎ウイルス、下痢原性原虫の分離頻度を比較した。対象とする下痢原性微生物に

関しては以下の通りである。 

同地域住民における年間の下痢症の発症率、下痢症誘発の危険因子、また特に下痢原性原虫

感染症においては、家畜との関連性を検討した。 

（１）ベトナム農村地区での下痢症発生状況について 

対象住民 1512 人から下痢症検体 2120 検体が回収された。その年齢別収集検体数と、それぞ

れの年齢層の登録住民数を図１

に記す。全年齢層から検体が収

集されている。それぞれの住民

の研究期間中の下痢の回数を図

２に記す。対象住民の 60%近く

が年間１回以上の下痢の症状を

示した。３回以上の下痢を発症

したものが、全体の 37%近くを

示した。１年間の下痢の罹患率

を見ると、全体で 0.51 

episodes/person-year (95%CI 

0.47-9.55)となり、５歳以下の小児は 0.81 episodes/person-year (95%CI 0.71-0.91)となっ

た。地域住民から採取した下痢便検体及び正常便検体から検出された下痢原性細菌、胃腸炎ウ

イルス、下痢原性原虫の割合を表１に示す。下痢便検体からは、rotavirus (43, 2%)、

norovirus GII (93; 4.4%), 下痢原性大腸菌（DEC）(278; 13.1%)、Clostridium difficile 

(97; 4.6%)、が多く検出

されたが、この傾向は正

常便においても同様で、

２群間には有意な差は認

められなかった。一方、

Entamoeba histolytica 

に関しては、正常便から

は検出が見られなかった

が、下痢便から 68 例

（3.2%）検出が認められ

た。２種以上の下痢原性

図１ 

図２ 



微生物が同時に検

出される混合感染

は、下痢便検体か

らは 88検体

（4.2%）、正常便

検体からは、24 検

体（5.0%）とほぼ

同じ割合に見られ

た。下痢原性原虫

の Giardia spp.及

び Cryptosporidium 

spp.に関しては後

述する。 

（２）下痢の発生

状況と環境要因の解析について 

ナムディン省における全年齢層を対象としたコホート調査において、下痢の発生状況と環境

要因の関連を解析した。その中で有意な関連があったのは水の使用状況および使用するトイレ

の種類等であった。水の使用状況として、飲料水を含まない生活用水(一般生活用水)と、飲料

水とに分けて調査を 行った。この地域における一般生活用水と飲料水の水源として主に雨水と

水道水があるが、一般生活用水および飲料水双方において、水道水を使用する群が、雨 水を使

用する群に比べて下痢の発生頻度が高い傾向がみられた。また、この地域におけるトイレの種

類は主に、簡易式水洗トイレと溜め込み式トイレがあったが、簡易式水洗トイレを使用する世

帯群が、溜め込み式トイレを使用する世帯群に比べて下痢の発生頻度が低い傾向が確認され

た。（３）Giardia spp.及び Cryptosporidium spp.に関する解析について 下痢症起炎微生物

として、Giardia spp.及び Cryptosporidium spp.等下痢原性原虫に関する分布調査を行った。

また、牛、豚、犬等の家畜から、124 検体 を収集し、ヒトから分離された原虫と比較してその

伝播経路を推定した。原虫の検出は、それぞれの特異抗体を用いた直接免疫蛍光染色法及び

PCR 法で行った。ヒト下痢性便検体のうち 36 検体から、ヒト非下痢性便検体のうち 8検体か

ら、家畜便検体のうち 23検体から Giardia spp.が検出された。検出された Giardia spp.のう

ち、ヒト下痢性便検体からは、assemblage(系統)A、B、及び Eが検出された（図３）。ヒト非

下痢性便検体からは、同様であったが、B、Eの割合が多かった。家畜便検体からは Eが多く検

出され、一部 Aが見られた（図３）。以上より、この地域では Giardia spp.はヒト・家畜間を

伝播している可能性があると思われた。また、ヒトからの E検出は、 初めての事例であると思

われた。Cryptosporidium spp.も同様に直接免疫蛍光染色法及び PCR 法で検出を試みた。ヒト

下痢性便検体 10検体、ヒト非下痢性便検体 2検体、家畜便検体 3検体から検出された。そのう

ち、C. hominis はヒトのみから、C. suis はブタのみから検出されたが、C. canis はヒト及び

イヌから検出され、人獣間を伝播している可能性あると思われた。 

表１ 



 
図３ Giardia spp.系統樹解析、■動物由来、●ヒト下痢症由来；▲ヒト正常便由来

ヒト下痢性便検体からは、assemblage(系統)A、B、及び Eが検出された。家畜便検体からは

Eが多く検出され、一部 Aが見られた 
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